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第5回久万高原町社会福祉大会開催

　片岡　重雄　　正岡　美紀 

　渡部喜美子　　山岡規久子　　小倉　友子　　日浦千佳子
　土居佳代子　　中川　洋子　　安宅ミレイ　　吉岡　　卓 
　西村　富子　　客　　豊子 

　 　　輝美　　河口　　真　　梅木　雅生　　西川真由美
　重藤　亜矢　　樽茶恵里加　　西田　紀子　　宇都宮ナミ子
　梅木　正一　　渡部　弘子　　佐賀　貞子　　田城　智惠
　大江　幸弘　　光田　民江　　渡部　亜矢　　 　　将朝
　宮田奈穂美　　林　　智美  

　　※順不同・敬称略

　11月26日（土）、久万高原町産業文化会館において町民一人ひと
りの地域福祉意識の高揚を目的として、第5回久万高原町社会福祉
大会を開催しました。 
　式典では、長年にわたり久万高原町で社会福祉の発展に貢献され
ている方々に表彰状が贈られました。本年度、表彰を受けられた方
の氏名をご紹介いたします。

久万高原町長表彰

民生児童委員功労表彰

社会福祉功労表彰

　日本人が忘れかけている人に対する思いやりや、「ありがとう」
の一言を言える強さを持とうと歌で呼びかける「歌説法」を、勝
光寺南住職にご講演いただきました。
　「過去にとらわれず、未来を考えすぎず、今を大切に生きる」、「何
とかなるさの気楽さで」といったお言葉や安らぎの感じられる歌
など、参加者のみなさんも心の癒される時を過ごされました。

　当日は町内福祉関係機関の方々に、相談コーナーや、喫茶、クッキー販売等をしていただき
ました。

南陽山　勝光寺　　　

住職　南　慧昭 氏

心の健康～仏心は歌心～

久万高原町社会福祉協議会　会長表彰

◎久万高原町長表彰

◎久万高原町社会福祉協議会　会長表彰

【社会福祉功労表彰】 

【民生児童委員功労表彰】 

【社会福祉功労表彰】

講

演 講 師
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27年3月に開業した女川駅での獅子振り披露会                   おながわさんま収穫祭の様子「28.9.30」 

（
女
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
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載
）

　2011年の東日本大震災で被災された宮城県女川町への継続
的な支援に対し、久万高原町のみなさんを代表し感謝状をい
ただきました。
　震災後、本会では様々なイベント等で復興支援の募金を呼
びかけ、継続的に女川町社会福祉協議会にお送りしてきまし
た。久万高原町のみなさんのあたたかいご支援ご協力に感謝
すると共に、わたしたちの思いが被災された方々へ届いてい
ることを大変うれしく思います。また、女川町の目覚ましい
復興と力強い皆さんの姿に私たちも勇気をもらっています。
　今後も震災を忘れず、被災地のさらなる復興を願いみなさ
んと共に応援していきたいと思います。

さらなる復興を願って

昨年10月1日から12月31日まで実施いたしました赤い羽根共同募金
運動に、ご協力をいただきありがとうございました。
　みなさまからの募金は、愛媛県共同募金会に全額送金後各市町へ配分
され、町内の社会福祉施設や団体の大切な資源として役立てられます。
　今後とも、募金活動にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

赤い羽根共同募金のお礼

平成28年度  社協会費納入のお礼と中間報告
　今年度も社会福祉協議会にご加入いただき、まことに

ありがとうございます。

　みなさまからお寄せいただいた会費等により、今年度

も順調に福祉事業を実施させていただいております。未

納の自治会等におかれましても、29年3月末日までに会

費を納入いただきますようお願い申し上げます。

平 成 28 年

　社協会費は福祉事業の貴重な財

源です

平成28年度社協会費（12月12日現在）

会費納入総額

1,785,600円

～宮城県女川町社会福祉協議会より感謝状～
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　11月21日、上浮穴高等学校において普通科・森林環境科1年生を対象に認知症サ
ポーター養成講座を実施しました。
　「認知症」の原因や症状などの説明後、生徒のみなさんに「自分たちにできること」
を考えてもらいました。
　今回の講座を通して、一人ひとりが「認知症」は身近な病気だということを感じ、
住み慣れた地域でお年寄りの方が安心して暮らしていけるよう「認知症」の理解者と
して温かく見守っていただけることを願っています。

◎受講者からの声
●こまっている人を助けたい。（U・K）
●積極的に声をかけたい。（O・M）
●相手に目線を合わせて、やさしい口調
で接したい（M・R）

　の声をいただきました。

認知症サポーター養成講座

　NIKONIKO館の子どもたちが二箆サロ

ンを訪問し、ゲームやおしゃべりで交流

を深めました。また、地域のお年寄りの

お宅を訪問し、声かけと手づくりのプレ

ゼントを渡しました。

　高齢化の進む二箆地区に、子どもたち

の声が久し振りに響きわたりました。

表紙の紹介

くらしの相談支援室
相談
無料

1人で悩まず
ご相談ください。

秘密
厳守

　住まいや家庭、お金のことなど、生活上の問題で
お困りの方に対して支援員が相談に応じます。
　支援員があなたの悩みに寄り添って、どうしたら
よいかを一緒に考え、自立に向けた支援をおこなっ
ていきます。

　社協本所、久万支所に「くらしの相談支援室」を
設けておりますので、お気軽に相談して下さい。

健康の悩み

お金の悩み

住まいの悩み

家庭の悩み

ど
う
し
よ
う･･･
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～久万高原町のふれあい　　　　　　　サロン紹介～

　11月27日、障がいを抱える人たちと共にオカリナを楽しまれているボランティアグループ「ゆき

んこ」、あっぷるハウス久万職員、社協職員で構成するオッカリーナあっぷるのみなさんが久万保育

園を訪れ、園児たちの前でオカリナ演奏を8曲披露しました。「どんぐりころころ」や「たき火」で

は、オカリナに合わせて園児たちも大きな声で歌を歌いました。

　また、お話ボランティアの黒田浩美さんは、昔話「小太郎と龍」をお話してくださいました。身振

り手振りを交えたお話に、園児たちも吸いこまれるように聞き入っていました。

　今後も、みなさまのボランティア活動でのご活躍を楽しみにしています。

　名荷サロンは、平成18年2月に立ち上がり、今年で早くも10年が経過しました。その間、

社協柳谷支所や自治会長を始め、数多くの人のご支援・ご協力があったからこそ、今日まで

続いたのだと、改めて感謝致しております。

　現在は、会員21名(男7名、女14名)で、

毎月1回名荷下集会所で活動しています。主

な内容は、食事作り・会食・レクリエーショ

ン、そして、名荷地区在住の85歳以上の高

齢者やサロンに参加できなかった人、また障

がい者の方にお弁当の配食をしています。サ

ロン活動を通して、前よりも元気になる人が

増え、サロンに参加することがひとつの目標

や励みとなり、会員たちの気持ちが前向きになったことがとても良かったと思います。そし

て、会員相互の絆が深まったことで、地区の結束力も強まったと感じています。

　しかし、会員たちも皆高齢となり、今後のサロンを継続していけるかどうかは大きな課題

です。厳しい現状の中ですが、会員たちだけではなく、名荷地区に残っている人たちの力も

借りながら、できる限りサロン活動を絶えさせないようにしたい、というのが大きな願いで

す。

名荷サロン代表　古川　八重子

“名荷サロン” 〈柳谷地区〉

～久万高原町のふれあい　　　　　　　サロン紹介～

オッカリーナあっぷる in 久万保育園
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　デイサービスでは定期的にお楽しみ会を開催しています。
今回は職員による「尻相撲大会」の模様をご紹介します。デ
イサービス職員だけでなくケアマネージャーや他の部署の職
員も加わり開催となった今大会はトーナメント方式で行われ
ました。
　オープニングの横綱 森田山の土俵入りでは、利用者の皆
様からも「よいしょ!よいしょ!」と大相撲さながらの声がか
かりました。その後様々な衣装に身を包んだ職員たちによる
熱い取り組みでは、利用者のみなさんから大きな声援と笑い
声が飛んでいました。  
　途中番狂わせもありましたが、最後は森田山が貫録を見
せての優勝。利用者
の方から「良かっ
たよー。面白かっ
た。」との言葉を頂
き、ほっとしまし
た。そして今度は
「何をしようか」と
お楽しみ会は職員に
も良い刺激になって
います。

　11月21日久万高原町へ車いす2台を贈呈しました。

　この車いすは、昨年7月に開催した第4回久万高原

町社協チャリティーゴルフコンペにご参加いただいた

みなさまからまごころ銀行へのご寄附で購入したもの

です。道の駅さんさん、まちなか交流館に配置してい

ただいておりますので、ぜひご活用ください。

◎応募資格
　・介護福祉士又はホームヘルパー2級以上の有資格者
　・普通自動車運転免許所有者

社会福祉法人　久万高原町社会福祉協議会
TEL（0892）56－0750

非常勤訪問介護員
（ホームヘルパー）

募集中！！連絡先

美川デイだより
お楽しみ会「尻相撲大会～デイサービス杯～」

車 い す の 贈 呈

▲志津香山の登場で～す

▲写真とるよ～っ、ハイチーズ！▲横綱　森田山の土俵入り
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遊食祭 くまくるまるしぇ 社協ブース報告

第44回

11/27
柳谷地区

●にこにこサークル

▲▲ 杵つきもち、巻きずし、コロッケ ▲

第45回

12/25
久万地区

●陽だまりサロン直瀬
▲▲ 梅干し、野菜、手芸品 ▲

今後の行事のご案内〈1月～3月予定〉

◎あいにくの雨、けれども用意した商品は完売し、たくさんの来場者とふれあいました。

◎晴天に恵まれ、大根や手袋など商品がたくさん売れ、お話にも花が咲きました。

時　間　10：00～14：00
場　所　久万町商店街

軽 ト ラ 市
遊食祭くまくるまるしぇ
社協ブースのご案内

　社協ブースでサロンの方々等が趣向を凝らして、
手作り品などの販売を行っております。
　ぜひお立ち寄りください。お待ちしております。

第46回

1月22日
面河地区

第47回

2月26日
美川地区

第48回

3月26日
柳谷地区

日　時　平成29年3月4日（土）10時～12時
場　所　久万高原町産業文化会館大ホール
講　師　いよココロザシ大学　学長　泉谷　昇 氏

日時　3月11日（土）（予定） 
場所　社協本所（美川）

平成28年度
久万高原町ボランティア
連絡協議会総会

平成28年度地域支え合い応援セミナー公開講座
過疎・高齢化した山間地域で生ききるために

―想像が未来の地域を創造するー
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久万高原町社会福祉協議会編集・発行 /社会福祉法人

〒 791-1501 愛媛県上浮穴郡久万高原町上黒岩 2920番地 1
本　　所 TEL（0892）56-0750 FAX（0892）56-0166　久万支所 TEL（0892）21-0800 FAX（0892）21-3040
面河支所 TEL（0892）50-1833 FAX（0892）50-1836　柳谷支所 TEL（0892）54-2941 FAX（0892）50-1417

心配ごと相談  開設時間  9時～12時
地区 開　設　場　所 2月 3月

久万 久万町民館 20日（月） －

面河 面河住民センター 20日（月） －

美川 社協本所2Ｆ － 21日（火）

柳谷 社協柳谷支所 － 21日（火）

司法書士法律相談　開設時間10時～12時
地区 開　設　場　所 2月 3月

美川 社協本所2Ｆ 6日（月） 6日（月）
※予約が必要ですので、社協本所56-0750へ事前にご連絡ください。

 　小田から面河にお嫁に来て、誰も知り合いがいない中、仕事で
忙しい夫に代わって、寂しさや子育てをフォローしてくれていた
お姑さんにとても感謝しています。
　野菜作りのプロで、料理上手で、特に味噌いもの味付けは近所
でも評判。何でもできるお姑さんで、子どもたちもおばあちゃん
のことが大好きです。隣に家を構えて10年になりますが、「おば
あちゃんの隣に移ろう」と言い出したのも、子どもたちでした。
　80歳を越えて腰が曲がっても畑仕事を欠かさず、道の駅で大判
焼きを焼く元気なお姑さんが、今年少し体調を崩した際は驚きま
した。でも、お姑さんのところには、「ごんぎつね」のように、
地域の人から野菜のおすそわけが届いたり、誰かが声をかけにき

てくれたりして、お姑さんを元気づけてくれています。家族が仕事で留守にしている間も、地域
の人が近くで支えてくれていると思うと、とてもありがたいです。
　家族も地域の人も大好きなお姑さんの味を受け継ぐために、現在も花嫁修業中ですので、「お
かあさんこれからも末永くよろしくお願いします。」　 　　　　　　　　　  （面河地区　中組）

左から菅　由美さん
　　　菅　曽乃江さん
　　　菅　優樹さん

　平成28年10月19日まちなかサロンを開催しました。
　地域の方々が多数集まり、みんなで一緒にいも炊きを
作って食べました。また、蒸しパンなどを作って持ち
寄って下さる方もいらっしゃいました。
　参加者の中で近々久万高原町を離れることとなった方
のごあいさつでは途中涙ぐむ場面もありましたが、食事
中の会話やレクリエーションを通して楽しいひと時を過

ごし、最後にみんなで記念撮影をしました。お互い「ありがとう」の気持ちであふれる時間を
楽しく過ごしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （久万地区　久万）

相談所開設のご案内 お気軽にご相談ください。

弁護士法律相談　　開設時間10時～15時
地区 開　設　場　所 2月 3月

久万 久万町民館 － 6日（月）
※予約が必要ですので、社協久万支所21-0800へ事前にご連絡ください。

※事前に久万高原町役場防災無線放送でお知らせします。


